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 ●発
はっこう

行／お問
と

い合
あ

わせ●

チャイルドライン
0120-99-7777フリー

ダイヤル

18歳
さい

までの子
こ

どもがかける「子
こ

ども専
せんよう

用の電
で ん わ

話」

困
こま

っているとき、悩
なや

んでいるとき、なんとなく

★ちょっといいにくいことでも、名
な ま え

前は言
い

わなくて

　いいので安
あんしん

心して話
はな

してください。

チャイルドラインはみなさんの赤
あか

い羽
は ね

根共
きょうどうぼきん

同募金が役
やく

立
だ

てられています。

「だれかに話
はな

したい」 、そんなとき……
気
き

軽
がる

にかけてください。

あか は ね きょうどうぼきん やく だ

みんなに
カードが届

とど

くよ。
フリーダイヤルで
かけてね！

★お説
せっきょう

教はしません。

　どんなことでも、

　いっしょに考
かんが

えます。

小
しょう

学
が く せ い

生から100歳
さ い

を超
こ

える方
か た

たちとのつながり

音
お と

で広
ひ ろ

がる心
こ こ ろ

の輪
わ

歌
うた

い、多
おお

くの人
ひと

と声
こえ

を合
あ

わせることの楽
たの

し

さを感
かん

じることができました。

　音
おん

楽
がく

クラブや金
きんかん

管バンド部
ぶ

は、老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

で演
えんそう

奏をし、多
おお

くの方
かた

に喜
よろこ

んでいただきました。

会
かい

場
じょう

の皆
みな

さんが、演
えんそう

奏に合
あ

わせて手
て

拍
びょう

子
し

やマラカスを

鳴
な

らしてくださり、楽
たの

しい時
じ

間
かん

を過
す

ごすことができました。

　小
しょう

学
がくせい

生から100歳
さい

を超
こ

える方
かた

たちまで、音
おんがく

楽を通
とお

して

広
ひろ

がった心
こころ

の輪
わ

。私
わたし

たちは、

この心
こころ

の輪
わ

を大
たいせつ

切にし、こ

れからもたくさんの人
ひと

と音
おん

楽
がく

を通
つう

じてつながっていき

たいと思
おも

います。

科
しな

東
ひがし

小
しょう

学
がっこう

校は、全
ぜんこう

校191名の小
しょう

規
き

模
ぼ

の学
がっこう

校です。全
ぜんこう

校みんなの仲
なか

が

よく、縦
たて

割
わ

り班
はん

での活
かつどう

動が盛
さか

んです。音
おん

楽
がく

集
しゅう

会
かい

や児
じ

童
どう

会
かい

の行
ぎょう

事
じ

では、１年
ねん

生
せい

から６年
ねん

生
せい

の縦
たて

割
わ

り

班
はん

で、声
こえ

を合
あ

わせたり、音
おんがく

楽に合
あ

わせて動
うご

いたりするこ

とで、全
ぜんこう

校の絆
きずな

を深
ふか

めています。

　地
ち

域
いき

のたくさんの人
ひと

とのつながりも大
だい

事
じ

にしたいと考
かんが

え、大
だい

好
す

きな音
おんがく

楽を通
とお

して交
こう

流
りゅう

をしてきました。

　昨
さく

年
ねん

度
ど

は、１年
ねん

生
せい

が「すてきな友
とも

だち」に手
しゅ

話
わ

をつけ

て歌
うた

い、交
こう

流
りゅう

しているろう学
がっこう

校の友
とも

だちがとても喜
よろこ

んで

くれて、心
こころ

と心
こころ

がつながった感
かん

じがしてうれしかったです。

　参
さんかん

観日
び

では、地
ち

域
いき

の皆
みな

さんといっしょに「ふるさと」を

豊
と よ も会

かい

で味
あじ

わいます。みんなで育
そだ

てたさつま

いもは、特
とくべつ

別に甘
あま

くておいしいです。

　「扇
おん

平
びら

の時
じ

間
かん

」（総
そうごうてき

合的な学
がくしゅう

習の時
じ

間
かん

）では、

お蚕
かいこ

様
さま

を飼
し

育
いく

して製
せい

糸
し

の学
がくしゅう

習や

繭
まゆ

細
ざい

工
く

、特
とくべつ

別養
よう

護
ご

老
ろうじん

人ホームの

方
かた

との交
こう

流
りゅう

、種
たね

もみまきからし

め縄
なわ

作
づく

りまでのお米
こめ

作
づく

りも体
たい

験
けん

します。岡
おか

谷
や

の「ひと・もの・こ

と」に学
まな

ぶことはたくさんあって楽
たの

しく、もっと学
まな

びた

くなります。

　これからも豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に感
かんしゃ

謝し、友
とも

だちや地
ち

域
いき

の方
かた

とつながりを深
ふか

め、上
うえ

の原
はら

小
しょう

学
がっこう

校を心
こころ

のふるさとにし

ていきたいです。

みんなでつながる心
こ こ ろ

のふるさと
「扇

お ん び ら

平」で自
し

然
ぜ ん

と地
ち

域
い き

と仲
な か

間
ま

と共
と も

に学
ま な

ぶ

の原
はら

小
しょう

学
がっこう

校は、縄
じょうもん

文時
じ

代
だい

の「扇
おん

平
びら

遺
い

跡
せき

」

の地
ち

に立
た

ち、富
ふ じ

士山
さん

や諏
す わ こ

訪湖の見
み

える

豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に囲
かこ

まれています。登
とうこう

校を見
み

守
まも

ってくださる

「ふれあい隊
たい

」の方
かた

など、温
あたた

かい地
ち

域
いき

の皆
みな

さんに支
ささ

えら

れ、笑
え

顔
がお

いっぱいの毎
まいにち

日を過
す

ごしています。

　たくさんの友
とも

だちと仲
なか

良
よ

くなるために「ふれあいタイ

ム」があります。クラス全
ぜんいん

員と先
せんせい

生が一
いっしょ

緒になって遊
あそ

ぶ

楽
たの

しい時
じ

間
かん

です。全
ぜんこう

校では、姉
し

妹
まい

学
がくねん

年で「姉
し

妹
まい

ペア」を

つくり、１年
ねんかん

間を通
とお

して交
こう

流
りゅう

しています。5月
がつ

には、地
ち

域
いき

の学
がっこう

校支
し

援
えん

ボランティア「横
よこかわ

川里
さとやま

山の会
かい

」の皆
みな

さんに

さつまいもの苗
なえ

植
う

えを教
おし

えていただき、姉
し

妹
まい

ペアと一
いっしょ

緒

に育
そだ

てます。11月
がつ

には、収
しゅうかく

穫したさつまいもを焼
や

きい

上
う え

あの災
さいがい

害を

忘
わす

れないで
被
ひ

災
さい

地
ち

に行
い

かなくても募
ぼ

金
きん

など
みんなにもできる支

し

援
えん

があります平
へ い せ い

成30年
ね ん

度
ど

7月
が つ

豪
ご う

雨
う

災
さ い が い

害支
し

援
え ん

 できることを考
か ん が

えよう !

１～６年
ねんせい

生の縦
たて

割
わ

り班
はん

でジャンケン列
れっしゃ

車 ろう学
がっこう

校の友
とも

だちと手
しゅ

話
わ

の歌
うた

で交
こうりゅう

流

中
ちゅう

学
がっこう

校との交
こうりゅう

流コンサート

先
せんぱい

輩といっしょに

演
えんそう

奏できて
楽
たの

しかったです。

音
おんがく

楽クラブが老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

訪
ほうもん

問 　　　
児
じ

童
どう

会
かい

の活
かつどう

動「上
うえ

の原
はら

まつり」

蚕
さん

糸
し

博
はくぶつかん

物館でお蚕
かいこ

様
さま

の見
けん

学
がく

　　　
姉
し

妹
まい

ペアとさつまいもの苗
なえ

植
う

え

地
ち

域
いき

の皆
みな

さんと「ふるさと」を合
がっしょう

唱

　　　
老
ろうじん

人ホームの方
かた

と交
こうりゅう

流

老
ろうじん

人ホームの方々へ

絵
え

手
て

紙
がみ

つくったよ。

里
さとやま

山の会
かい

の方
かた

と田
た

植
う

え

自
じ

分
ぶん

の伝
つた

えたいことが、人
ひと

によって受
う

け止
と

め方
かた

が
違
ちが

うことってありますよね。それは、いろいろな人
ひと

がいて、いろいろな考
かんが

え方
かた

があるからです。

自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちや思
おも

いを伝
つた

えようとして、
一
いっぽうてき

方的に相
あい

手
て

をやりこめたり、
相
あい

手
て

の気
き

持
も

ちを気
き

にしすぎて、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちをがまんして
黙
だま

ってしまったりすることは　ありませんか。
そういう時

とき

にどんなふうに話
はな

せばいいのか、考
かんが

えてみましょう。

こんなとき、どうする？
自
じ

分
ぶ ん

の気
き

持
も

ちも相
あ い

手
て

の気
き

持
も

ちも
大
た い せ つ

切にする伝
つ た

え方
か た

、受
う

け取
と

り方
か た

「そのあだ名
な

で呼
よ

ばれると、
　ちょっと傷

きず

ついちゃうんだ。
　できれば下

した

の名
な

前
まえ

で呼
よ

んでほしいな。」

上
じょうず

手な注
ちゅう

意
い

のしかたは？

１週
しゅうかん

間という約
やくそく

束で友
とも

だちに本
ほん

を貸
か

しました。
１週
しゅうかん

間が過
す

ぎ、兄
あに

が読
よ

みたいと言
い

うので、
あなたは、すぐに返

かえ

してほしいと思
おも

っています。
そこへ、友

とも

だちが「次
つぎ

の本
ほん

を貸
か

してほしい」と
言
い

ってきました。あなたは何
なん

と言
い

いますか？

友
と も

だちが約
や く そ く

束を
守
ま も

らなかったとき

『ワンピース』の
90巻

かん

を貸
か

してよ。

いいけど、その前
まえ

に
貸
か

した本
ほん

を早
はや

く返
かえ

してほしい。
兄
にい

さんが読
よ

みたいんだ。
何
なに

かあったの？

『ワンピース』の
90巻

かん

を貸
か

してよ。

『ワンピース』の
90巻

かん

を貸
か

してよ。

あっ、ごめん。
返
かえ

したとばかり
思
おも

ってたけれど……
ちょっと待

ま

ってくれる？

ありがとう。
明
あ さ っ て

後日には
必
かなら

ず返
かえ

すよ。

じゃあ、
明
あ さ っ て

後日まで
待
ま

つよ。どう？

ていねいに
自
じ

分
ぶん

の気
き も

持ちを
きちんと伝

つた

えます。

どうしたそうしたのか、
理
り

由
ゆう

をたずね、
理
り

由
ゆう

があれば、
ていねいに受

う

け止
と

めます。

あなたはどのタイプ？

休
やす

み時
じ

間
かん

は
バスケを
しようよ！

う、うん……
バスケで

いいんじゃない。

バスケもしたいけど、
昨
き の う

日もやったから、
今
き ょ う

日はドッジボールが
したいなあ。

えー、やだよ、
絶
ぜったい

対サッカーが
いいよ。

相
あ い

手
て

と違
ち が

う
意
い

見
け ん

を伝えるとき
休
やす

み時
じ

間
かん

にする遊
あそ

びを決
き

めようと話
はな

し合
あ

い、
あなたはバスケットボールをしようと言

い

いました。
あなたが一

いちばん

番受
う

け入
い

れやすい意
い

見
けん

はどれかな？

友
とも

だちが楽
たの

しそうに話
はな

しているとき、会
かい

話
わ

に入
はい

りたいけど、なんて言
い

えばいいのかな。

ねぇねぇ、
私
わたし

も入
はい

って
いいかな。

ありがとう。

がんばれ！
私
わたし

！

まず自
じ

分
ぶん

も入
はい

りたいという
気
き

持
も

ちを表
あらわ

すために近
ちか

くに
行
い

き、会
かい

話
わ

にうなづきなが
ら聞
き

くなど態
たい

度
ど

で示
しめ

そう。

恥
は

ずかしくて話
はな

しかけられ
なかったら、心

こころ

の中
なか

で「だ
いじょうぶ」「がんばれ」と
自
じ

分
ぶん

をはげましてみよう。

笑
え

顔
がお

で相
あい

手
て

の顔
かお

を見
み

て、聞
き

こえる声
こえ

で話
はな

しかけてみよう。
「いいよ」と返

へん

事
じ

をくれたら「ありがとう」と伝
つた

えよう。

チャレンジ！

受
う

け取
と

り方
か た

は人
ひ と

それぞれ 自
じ

分
ぶ ん

の気
き も

持ちを素
す

直
な お

に表
あらわ

そう

ええ、
いいわよ。

相
あい

手
て

に迷
めいわく

惑をかけていれば、
素
す

直
なお

にあやまります。理
り

解
かい

して
もらえたら感

かんしゃ

謝を伝
つた

えます。

あなたのせりふを
入
い

れてみて！

さわやかな伝
つ た

え方
か た

を考
かんが

えてみよう

上
じょうず

手な断
ことわ

り方
かた

は？ 相
あい

手
て

の気
き

持
も

ちを想
そうぞう

像して

列
れつ

に並
なら

んでいて割
わ

り込
こ

みをされました。 本
ほん

を読
よ

みたいのに遊
あそ

びに誘
さそ

われました。 目
め

の前
まえ

で友
とも

だちが失
しっぱい

敗してしまいました。 呼
よ

ばれたくないあだ名
な

で呼
よ

ばれました。

「いやだ」という気
き

持
も

ちを言
こと

葉
ば

にして

〈伝
つた

え方
かた

例
れい

〉「だいじょうぶ？　じつは僕
ぼく

もこの前
まえ

、
　同
おな

じことしちゃったんだ。
　片
かた

付
づ

けをいっしょに手
て

伝
つだ

うよ。」

〈伝
つた

え方
かた

例
れい

〉「ごめんね。外
そと

で遊
あそ

びたいけれど、
　今
いま

この本
ほん

がおもしろいところなの。
　また後

あと

で誘
さそ

ってね。」

〈伝
つた

え方
かた

例
れい

〉「この列
れつ

は早
はや

く来
き

た人
ひと

から
　並

なら

んでいます。
　順
じゅんばん

番を守
まも

って並
なら

びましょう。」

〈伝
つた

え方
かた

例
れい

〉

①イバリヤさん　「だいたいお前
まえ

は～だ！」 
　自

じ

分
ぶん

は大
たいせつ

切にするが、相
あい

手
て

を大
たいせつ

切にしない話
はな

し方
かた

（攻
こうげきてき

撃的）

自
じ

分
ぶん

も相
あい

手
て

も大
たいせつ

切にしたその場
ば

にふさわしい上
じょうず

手な伝
つた

え合
あ

いを

「アサーション（アサーティブ）」（英
えい

語
ご

）といいます。

サワヤカさんが
「アサーティブな話

はな

し方
かた

」です。

人
ひと

はそれぞれ違
ちが

いがあってあたりまえ。
お互
たが

いがお互
たが

いを理
り

解
かい

するために
上
じょうぶ

手な伝
つた

え方
かた

でよい関
かんけい

係をつくりましょう。

あなたが一
いちばん

番傷
きず

つく言
い

い方
かた

を
しているのは、だれかな？
それはどうしてだろう？

言
い

いたいことをがまんし
て、相

あい

手
て

の言
い

いなりに
なっていませんか？

アサーション（アサーティブ）ってなに？

話
は な

し方
か た

（自
じ こ

己表
ひょう

現
げ ん

）の三
み っ

つのタイプ

②オドオドさん 　「う～ん、まあいいけど……」
　相
あい

手
て

は大
たいせつ

切にするが、自
じ

分
ぶん

を大
たいせつ

切にしない話
はな

し方
かた

（受
う

け身
み

的
てき

）

③サワヤカさん 　「わたしは～だと思
おも

うよ」
　自

じ

分
ぶん

も相
あい

手
て

も大
たいせつ

切にした話
はな

し方
かた

（アサーティブ）

「サワヤカさん」のように、自
じ

分
ぶん

の心
こころ

をしっかりみつめ、相
あい

手
て

のことを考
かんが

えながら、
自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちを正
しょう

直
じき

に素
す

直
なお

に伝
つた

えてみましょう。

ど、ど……、
どうしよう！

平
へいせい

成30年
ねん

7月
がつ

にたくさんの雨
あめ

が
降
ふ

って、特
とく

に岡
おか

山
やま

、広
ひろしま

島などの各
かく

県
けん

では大
おお

きな被
ひ

害
がい

がでました。

復
ふっこう

興に向けて、全
ぜんこく

国各
かく

地
ち

から
ボランティアさんが集

あつ

まり、
がんばっています。

中
なか

には中
ちゅうがくせい

学生のボランティア参
さん

加
か

も

災
さいがいとう

害等準
じゅん

備
び

金
きん

災
さいがい

害ボランティア・
N
エヌピーオー

PO活
かつどう

動サポート募
ぼ

金
きん

みんなから集
あつ

めた赤
あか

い羽
は ね

根共
きょうどう

同募
ぼ

金
きん

の
一
いち

部
ぶ

が、災
さいがい

害ボラン
ティアセンターに活

かつ

用
よう

されています。

「中
ちゅう

央
おう

共
きょう

同
どう

募
ぼ

金
きん

会
かい

」が
集
あつ

めている募
ぼ

金
きん

です。
ボランティアやN

エヌ

P
ピー

O
オー

の支援に活
かつ

用
よう

されま
す。

いろいろな
募
ぼ

金
きん

がありますが、
どこが集

あつ

めて、
誰
だれ

に使
つか

われるかは
様
さまざま

々です。

そのほかにも、被
ひ

災
さい

地
ち

は服
ふく

が
なかったり食

た

べ物
もの

がなかった
りしますので、募

ぼ

集
しゅう

している
と聞

き

いたら、積
せっきょくてき

極的に参
さん

加
か

し
てみましょう。

仲
な か

間
ま

に入
い

れて
もらいたいとき

外
そと

で
遊
あそ

ばない？
よっ、

マダオくん！

忘
わす

れたことに腹
はら

をたてて、
一
いっぽうてき

方的に責
せ

めると、友
とも

だち
はどう感

かん

じるでしょう？
自
じ

分
ぶん

が大
だい

事
じ

、
相
あい

手
て

は大
だい

事
じ

じゃない

イバリヤさん

ふざけるなよ。
もう二

に ど

度と
貸
か

すもんか！

相
あい

手
て

が大
だい

事
じ

、
自
じ

分
ぶん

をがまんする

オドオドさん

えっ、なに？
早
はや

く読
よ

みたいから
明
あ し た

日持
も

ってきて！

う、うん……、
わかったよ。

あの…この前
まえ

の･･･
兄
にい

ちゃんが……。

それより、
この前

まえ

貸
か

した本
ほん

を
早
はや

く返
かえ

せよ。

自
じ

分
ぶん

も大
だい

事
じ

、
　　相

あい

手
て

も大
だい

事
じ

サワヤカさん

そうだったんだ。
遅
おそ

いから僕
ぼく

は
心
しんぱい

配したよ。

あっ、
忘
わす

れてた！


